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副院長あいさつ
ふたば医療センター附属病院　
��� 副院長　木下　弘壽

　令和４年４月からふたば医療センター附属病院
勤務となり今年で３年目となります。勤務当初は、
コロナの流行もあり、コロナ病床が病棟の一部に
設けられていましたが、今はコロナも５類扱いで
の対応となっています。現時点でもコロナ感染が
なくなったわけではなく、標準予防策での対応が
重要となっています。当院はすべての病室が完全
個室対応のため、感染症に対しては、標準予防策
がとりやすい環境となっています。
　今年はパリオリンピック・パラリンピックが開
催されました。以前の職場は、大きなイベントが

開催される日産スタジアムの直近の病院で住居も
職場に近かったためいつでも見に行けると考え、
イベントの参加は、ほとんどしてきませんでし
た。東京オリンピック・パラリンピックでは、サッ
カーの試合に応募し女子サッカーの入場券を確保
していたのですがコロナ感染の影響で無観客試合
となってしまいました。楽しそうなイベントに関
しては積極的に参加しようと思っています。今年
も病院祭を11月９日（土）に開催しますので皆
様の参加をお待ちしております。

今回は、臨床検査技師が普段行って
いる業務についてご紹介します！

　臨床検査技師と聞いても、何をしているかピンとこない方もい
ると思います。
　そこで、当院で行っている業務を簡単に紹介したいと思います！
●血液・凝固検査
　�血液中の血球成分(赤血球や白血球)や凝固機能(血を固めるための体内
因子)を測定します。
●生化学・免疫検査
　�採血した血液から遠心機を用い分離させた血清成分を使用して検査を
します。肝機能、腎機能、脂質、血糖、甲状腺機能などを検査しています。
●一般検査
　�尿中に糖やタンパク、赤血球・白血球・細菌がないかを調べる検査です。
必要であれば、顕微鏡で尿中に血球成分(赤血球・白血球)や細胞成分、
細菌などが出ているかを観察します。
●細菌・ウイルス検査
　�インフルエンザウイルス・新型コロナウイルス抗原・PCR検査等をし
ています。

検査には様々な検査
機器を使用します！
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　ふたば医療センター附属病院では、公立病院として全国で初めて多
目的医療用ヘリを導入し、今日まで患者さんの搬送を担ってきました。
　今回は当院の多目的医療用ヘリについてご紹介します。

　平成30年９月から福島県が導入した医療用のヘリコプ
ターです。ふたば医療センター附属病院が運行基地となり、
双葉地域の救急現場や福島県内の医療機関を中心に運行し
ています。
　多目的医療用ヘリは、主に双葉地域の救急患者の対応（現
場出動）、福島県内の医療機関への患者搬送、医療スタッ
フや医療資機材等の搬送を目的に運用しています。また、
ドクターヘリの対象とならない比較的軽症の患者搬送も
行っています。搬送時は操縦士・整備士、医師・看護師各
１名、患者さんを乗せ、必要に応じて付添人が同乗します。
　多目的医療用ヘリの強みは、搬送に要する時間を大幅に
短縮することができる点です。搬送時間を比較すると、ふ
たば医療センター附属病院から福島市・郡山市まで救急車
で搬送する場合、100 ～ 120分程度を要しますが、多目的
医療用ヘリであれば18～ 20分程度で搬送することができ
ます。搬送時間が短縮されることで、患者さんの重症化防
止や移動中の負担を軽減することができます。

　ヘリで搬送される患者さんは小児から高齢者まで、疾患
も様々です。
　これまで、外傷や骨折、心筋梗塞や脳梗塞などの患者さ
んを搬送してきました。当院から他の医療機関への搬送の
みならず、他の医療機関に入院している方の転院の際にも
利用されることがあります。時には傷病者がいる現場に医
療スタッフを派遣する場合もあります。実際に、蜂刺され
によるアレルギーで重篤な症状を起こした傷病者の元に多
目的医療用ヘリでスタッフが向かい、適切な処置を施して
救命したこともあります。また、新年早々に発生した能登
半島地震では、被災した石川県の要請に応じ、多目的医療
用ヘリを派遣した実績もあります。
　このように、多目的医療用ヘリは当院からの患者さんの
搬送のみならず、他院からの転院搬送、医療スタッフの現
場への派遣など活動範囲は多岐にわたり、まさに、多目的
に利用するヘリとして活動をしています。

多目的医療用ヘリについて多目的医療用ヘリについて多目的医療用ヘリについて

能登半島地震の際も大活躍しました！



ふたばのあゆみ
こちらのQRコード
よりＸ（旧Twitter）
のホーム画面に
飛べます！

福島県ふたば医療センター附属病院

〒979-1151 福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚817-1
電話 0240-23-5090／FAX 0240-23-5091
ホームページ
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/futaba/

編集後記 ～タイトルに込めた思い～

Lien（りあん）はフランス語で「人と人をつなげる」

という意味があります。

最近、緑の穂を揺らす海風に吹かれながら犬の散歩を

していた子供のころを思い出します。あの頃はこんな風

になるとは微塵も思いませんでした。時を戻すことはで

きませんが、震災で失ったもの、途切れてしまったもの

を少しずつでも紡いでいけたらとの思いを込めて「りあ

ん」と名付けました。

－今回の表紙－
　多目的医療用ヘリが出動準備を
している場面です。常日頃からメ
ンテナンスを行い、天候などを十
分考慮して出動しています。今後
も安全第一の運行を心掛けていき
ます。

福島県ふたば医療センター附属病院
〒979-1151　福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚 817-1
電話　０２４０-２３-５０９０／FAX　０２４０-２３-５０９１
ホームページ　https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/futaba/
【診 療 科】救急科、内科
【窓口受付】平日　9時から 12時、13時から 16時まで
ただし、救急については 24時間 365日対応します。

病院祭を開催します！病院祭を開催します！
　病院祭を開催します！
　昨年は４年ぶりの開催でしたが、非常に多くの方にお越しいただき
ました。今年は、昨年大好評だった多目的医療用ヘリ、救急車の見学
や糖尿病医師の相談会など楽しい企画を多数予定しています！
　皆さまのお越しを心よりお待ちしております♪
　�日　時�　令和６年11月９日（土）10：00～ 14：00
　�会　場�　福島県ふたば医療センター附属病院

　公式X（旧Twitter）�ではふたば医療センター附属病院の取り組
みや出来事を報告しています。
　ふたば医療センター附属病院の取り組みをもっと知りたい方、ど
んな雰囲気の病院か知りたい方などぜひご覧ください！フォローや
リポスト、いいねも大歓迎です！

５月９日　能登半島地震支援での５月９日　能登半島地震支援での
厚生労働省からの感謝状授与厚生労働省からの感謝状授与

５月21日５月21日
クリーンマンデークリーンマンデー

７月16日７月16日
BLS（１次救命処置）研修BLS（１次救命処置）研修

富岡秋まつりと同日開催！


